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沿岸環境予測モデル 
「伊勢湾シミュレーター」の開発 

国立研究開発法人 港湾空港技術研究所 
海洋情報・津波研究領域 海洋環境情報研究チーム  
井上 徹教 
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１．研究背景と目的（変遷） 
• 水環境は、水辺地、水質水量、水生生物から構成される（環

境基本計画）。 
 

• 1958年：下水道法 →公共用水域の水質の保全 
• 1964年：河川法 →流水の正常機能の維持、災害防止 
• 1967年：公害対策基本法 
• 1970年：水質汚濁防止法 

→国民の健康の保護と生活環境の保全 
• 1972年：自然環境保全法 
 →（ローカルな）自然保護、保全 
• 1993年：環境基本法 
 →時空間的な広がりを持つ環境保全、回復 
• 1997年：環境影響評価法 
 →環境アセスメントの具体的な手続きなど 
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１．研究背景と目的（近年の動向） 

• 海洋基本法（2007年）に基づく「海洋基本計画」にお

いて、沿岸域の総合的管理の推進に向けた施策の
一つとして、閉鎖性海域における海の再生のための
行動計画の推進を図る旨が明記された。 
 

• 2008年に生物多様性基本法の施行、2010年に「生
物多様性国家戦略2010」（閣議決定）が策定された。 
 

• 国連海洋法条約（1994年発効）が海洋生物資源の

保存並びに海洋環境の研究、保護および保全の促
進を目標に掲げた。 
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 Full-3D流動モデルの導入 

  →貧酸素水塊の“湧昇現象”（＝青潮）の再現 

 微生物ループを考慮した生態系モデルの構築 
→生物循環の高精度化 

 堆積物との物質交換に関する新しい知見  

  →堆積物による酸素消費・溶出の高精度化 

 

オープンソースによる透明性の確保、国内モデル開発
の高度化  

２．生態系モデルの開発（モデルの特徴） 
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普及に向けた取り組み 

• 登録制による、プログラムの配布 
http://www.pari.go.jp/unit/kaikj/is/ 

• 講習会の実施 
• 計算事例の蓄積 

 
• モデルの高度化 
• ソースコードの公開 
• オープンソースを用いた計算結果に基づく議論 

 

シミュレーション実績 
• 伊勢湾、東京湾、宍道湖など 
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